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矧 ま 且 =tanO=p-C｡nstant-･･- ･(f). N




に測定桔如 馴 b轡 嘩 向を有し･図に見られる技に･
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(2) Wが▲0-1･5餌執こては 0-■coなる娘 ま剛 I
作的棚 壷 説明し得ぬところでをる｡,Cが ･J･Oo由
'上の時は剛体の場合には上記 (1)読の N-に相当ナ






























































･ー:れた自怒りま ゐゝ粒子配列ク不平昨始 る局部なるもゐ ･
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13FDjの甲 1･85l'- ド q･6野 I I3q･〇一0′
以下各群の平均侶bみを記入ナ
約2窮の如く一つの一W の僻た対しQt一 定の位を


































丑 W ･に相当する,●式 (2)より得られる /Lに対懸す




に増大すると妨6図 (.i)の如く,附蔚力 A●のガラス r
両に車行分力が補充として現れ,これも極限た蓮する
附意力を計算するときは第1裏 4萌 A の位を得る｡･
わし!fJOoく91<18boの範囲では,粉体を拘束し任'(刀 :
















カウ 入机 と柳 もtの研 tL紬 :
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A;ゴ土 招 帝面 ul)2+(中 i示乃TWisinOo)≡
但しOoは'jlと固執 /- /
紡 1衣の A の値を見引こ′1･8gダインβOcm2･.i
0.5gダイン/20cm雪との問にあE),平均 1･091gダイy
/29cm℡･であるogは課力の恒数･打て図は之れを示








に引く,載荷重丑 W と牽引力 W'-よt), _
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数に対懸ナる軌1･.1rJtL七は IW 即3た｡ これはガ
7-ス何に対すろ机と発く呼い ､数的である恥 囁 口さ
れ石｡
IIR磁力の地は.ヰ均血として 14的 g･インrZ.Oc･が
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上記 S,H関係をより明掛 三判定する矧 こ, 次のEI








た時,写虞に揺り,その結果より S と H を計32:






















6 8 p/2 /I /占′8 20-2之 21




























,氾槻 aに就いて- 今拡t!J'!a.を帆氏をifrlろ粗 こ平,
行移動したもあぜ a,とせば,'此示輝 に凍るS-H
.田係を和すろ≡tYJ形は,i.甲似形にして,脚 的 拡ぬ 〆
あ別 F'Ij係数 .
kだtant7-7･5 に相当する ●蝉 8203qT.一 卜
の貨である｡
:-: : - -待 望










































･点 B` に就いて- 上組によt)B'は_1･.部に森って ･
居る不安定≡fTJ形の高さを忠地する｡















田 (以後 で 両と耶 31)で切った断河三jlJ形を ABC,












･の底面BO t一の'･即ち t'l面を断層と考や ときの,
両面に於牡る粒子脚 こ働くカの関係を計昇して見るに,









































a ～ jCL d
'節 13 陶
R'-り′































ノ sーinPo)等 一 J













･(3)btrE1校領域壷 最大凝瑞カの現れ･る敵 は S
















































































The ･AlkalineI)ehydrochloritlatioや ofthefenzeneIIexachloride-Isomers･I/I(5mdieson .ノ
















BHC 各只性附 まアノこヵ叩 伐り次式に従って脱塩
快反恋が起る｡
C6H6Cl｡十OH二｣ヒ一,C16H5CJ6+Cl-+H20 (1)






kl/比 a`及 フ′_触 こ壊してJt体が極やヌ早く β体は
殆んど反怒しなか?た｡扱って ai.衣-/γ体の脱塩恨反
感連取 まく1)式 の区臆に左右 され (q]ち._(i)一式が＼i
Rate-deterinin軽 .step)1分子璃 駿が混雑すると
伍ちに2分子の塩酸の脱灘が起るが.J附 ま之れ串は放
ら,ahl･2の月捕食が脱灘する′(2)式が Rh.te-aeterminiJlg
st占p.でありこの躍如 ;正しければ/†休からはPentか
chlQrOC)Cl.ohe立ene (C6口5CJ5)が-f･Tu物 質として抑
轍山楽串であろうと考えたム
私達は前報(1)′に放てポーラログラ7法に伐る 7-
'BHCの題丑の研究の際BHC容共性休のDioxane淋
液を柁々あ pH の桜的液中で6-ラログラムを出る
11
′
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